
臨床検体使用に関するお知らせ 

 

『研究課題名 ：電子的に蓄積された看護記録からエビデンスを導出するための 

一般的な方法の確立とエビデンスの生成』 

 

【研究の背景および目的】 

看護師は患者の状態に合わせ、一般的に情報収集、考察、実施、評価を繰り返して看護を

提供しています。しかし、患者に対して行われる看護行為は必ずしも科学的根拠に基付いて

行われているものではなく、看護師の経験則により行われているものも多くあります。その

中で、本研究者は修士研究で電子的に蓄積された看護記録（看護診断ラベル、看護介入）を

用いて分析を行いました。その結果、特定の看護診断ラベルについて看護介入が効果のある

もの、効果がないもの、又は逆効果である可能性のあるものを明らかにしました。今回は、

その修士の研究で得られた結果を元に、特定の看護診断ラベルについて看護介入が効果のあ

るもの、効果がないもの、又は逆効果であるものを導くための一般的な方法を確立すること

が目的です。さらに、本研究の意義として一般的な方法を確立することにより、全国の医療

機関で用いることを可能にし、患者に対してより効果のある定の看護診断ラベルについて看

護介入を導き出すことです。 

 

【研究対象および方法】 

この研究は、東邦大学医療センター大森病院倫理委員会の承認を得て実施するものです。 

期間は 2005年 4月 1日から 2015年 3月 31日の 10年間です。この研究には、先行研究で

用いた東邦大学医療センター 大森病院の患者さん約 50000 名を対象としたデータを用いま

す。データを元に「どんな患者＝看護診断ラベル」に「何をしたら＝看護介入」「どうなった

か＝看護診断ラベルの転帰」を分析することで、特定の看護診断ラベルについて看護介入が

効果のあるもの、効果がないもの、又は逆効果である可能性のあるものを明らかにし、一般

的な分析方法を確立します。 

今回の研究で得られた成果を、医学的な専門学会や専門雑誌等で報告することがありますが、

個人を特定できるような情報が外部に漏れることは一切ありません。 

本研究に関してご質問のある方、診療情報や病理解剖結果を研究に利用することを承諾され

ない方は、下記までご連絡下さい。 

 

【連絡先および担当者】              東邦大学医療センター大森病院 

                             医療安全管理部 

職位・氏名 主任看護師 古澤圭壱 

電話 03-3762-4151 内線 3571 


